
代表　貝
かい

原
ばら

 壮
そう

二
じ

 さん
　幼少期より、釣具の製作などに
強い興味を持ち、以降さまざま
な趣味にハンドクラフトを取
り入れ、現在、こだわりの
ケロシンストーブに辿

たど

り
着いた。
　常に挑戦・進化され
ています。

編
集
後
記

貝原バーナー製作所

ふるさと納税の返礼品を
手掛けてくださっている
町内の事業所に、スポッ
トを当てていきます。
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　第５回は、ふるさと納税返礼品で、ケロシンストーブが人気の
「貝原バーナー製作所」に、おじゃましま～す！

ロシンストーブとは、1892
年にスウェーデンで開発され

た歴史的な機器であり、現代の
生活では使いづらいものとされ
ていますが、その使いづらさやア
ンティークな外観が現代のキャ
ンパー層に支持を得ています。

原バーナー製作所は、希少
な純国産のケロシンストーブ

を設計から製造まで、一
いっ

貫
かん

して
行っています。常に「高品質」「高
精度」を目標にものづくりに取
り組むことをコンセプトとしてお
り、ねじ1本から手作りするほど、
こだわりの詰

つ

まった作品を製造
しています。

代表作である「M214-B」は、販売
と同時に知名度が一気に広まり、
福岡デザインアワードを受賞す
るなど、その品質と精度に注目
されています。

後ストーブのみでなく、ラン
タンとして利用するための付

属パーツの製造を検討していま
す。また、製品の仕組みを利用
した発電システムを構築し、防
災にも役立つ製品開発の構想
を練っているそうですが、まず
は、昨年販売を開始した新製品

「M326-B」の実績を上げていき
たいと考えておられます。
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